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直腸パラメータと直腸粘膜所見には相関がある.
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【目 的】 当院では2012年4月にNovalis Txを導入し同
時にSRTを開始した.精度管理としてWinston-Lutz(以
下WL法)を月一回の頻度で実施している.この手法によ
りビーム中心と寝台回転中心間の変位を確認しリニアック
本体の位置再調整を実施したので,その経緯について報告
する.【方 法】 寝台に取り付けた微小球体をアイソセ
ンタに配置し,コリメータ・ガントリ角度を固定の状態で
寝台角度を45度毎に変化させ照射した.得られた画像は
DD-system(R-tech社製)で解析した.【結 果】 変位量
は1年平均で約0.5 mmであったが経時的にその変位量は
増大した.メーカによるWL法の結果も一致した為,リニ
アック本体の位置の再調整を実施し,変位量は受入れ時の
状態まで復元した.【結 語】 レトロスペクティブに解
析する事で検出可能なエラーであり,ユーザ側による機器
精度管理の重要性を再認識した事例であった.
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